
榛
名
神
社
に
必
け
る
門
前
町
の
復
元
と
変
遷
に
つ
い
て

南

εE去

三"'"

栄

治

榛名神社における門前町の復元と変遷について

て

は

し

が

き

群
馬
県
下
に
存
在
す
る
門
前
町
の
な
か
で
、
榛
名
神
社
の
そ
れ
は
比
較
的
よ
く
旧
態
を
留
め
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に
県
下
の
代
表
的
な

門
前
町
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
門
前
町
も
往
時
と
比
較
す
れ
ば
、
今
は
そ
の
規
模
や
内
容
に
お
い
て
衰
微
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、

し
た
が

っ
て
、
こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
往
時
の
面
影
も
次
第
に
見
失
わ
れ
か
ね
な
い
わ
け
で
あ
る
。

か
か
る
意
味
に
お
い
て
、
こ
こ
に
榛
名
神
社
の
門
前
町
を
研
究
地
域
に
と
り
、
現
状
を
詳
察
し
、
更
に
明
治
及
び
藩
政
期
と
さ
か
の
ぼ

っ
て
、
そ
の
形
態
的
考
察
に
ウ
ェ
ー
ト
を
お
き
な
が
ら
門
前
町
の
復
元
に
つ
と
め
、
そ
の
変
還
を
も
と
ら
え
た
。

本
研
究
は
、
昭
和
四
十
九
年
七
月
か
ら
同
五
十
年
一
月
に
わ
た
っ
て
行
な
っ
た
。
調
査
方
法
と
し
て
は
、
資
料
の
探
訪
、
現
地
の
調
査
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等
を
行
な
い
、
文
献
的
調
査
と
実
地
調
査
と
を
併
用
し
た
。
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ニ
、
研
究
地
域
の
概
観

し

や

け

ま

ち

は

る

な

さ

ん

ま

ち

榛
名
神
社
の
門
前
町
と
し
て
発
達
し
た
社
家
町
(
榛
名
山
町
と
も
い
う
)

し
ぞ
け
ま
ち

社
家
町
で
あ
る
。

は
行
政
上
か
ら
い
え
ば
、

は
る
な
さ
ん

群
馬
郡
榛
名
町
大
字
榛
名
山
小
字

社
家
町
は
榛
名
湖
畔
か
ら
天
神
峠
を
越
え
た
榛
名
山
中
腹
の
標
高
約
八

O
O
I
八
三

0
メ
ー
ト
ル
(
本
地
域
の
稲
荷
橋
が
八
二

O
メ
l

サ

も

も

き

ょ

う

だ

い

さ

ん

ト
ル
)
に
位
置
し
、
杏
が
岳
(
現
地
で
は
古
く
か
ら
こ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
一
二
九
二
メ
ー
ト
ル
)
と
鏡
台
山
(
一

O
七
五
メ

l
ト

や

ま

あ

い

お

し

ル
)
の
山
聞
を
流
れ
る
榛
名
川
に
沿
っ
て
発
達
し
た
御
師
集
落
で
あ
る
。

(第
1
図
参
照
)

社
家
町
は
三
方
が
山
に
固
ま
れ
、
南
方
だ
け
が
わ
ず
か
に
開

け
た
地
形
を
示
し
て
お
り
、
集
落
は
榛
名
神
社
境
内
の
直
ぐ
前

域

に
南
へ
向
っ
て
自
然
の
傾
斜
面
に
沿
っ
て
発
達
し
た
。

地

社
家
町
の
現
況
(
昭
和
四
十
九
年
)
を
み
る
と
、

四
人
世
帯

究

人
口
一
六
四
人
(
男
七
八
人
、
女
八
六
人
)
で
、
榛
名
神
社
関

研

係
以
外
の
職
業
に
従
事
し
て
い
る
者
が
多
い
。

第 1図

現
在
、
集
落
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
道
路
は

あ
ん
な
か

往
時
か
ら
の
も
の
で
あ
る
が
、
以
前
は
安
中
伊
香
保
線
(
大
正

九
年
県
道
に
認
定
)
と
称
し
、
今
で
は
渋
川
松
井
田
線
と
改
称

ま

つ

い

だ

む

ろ

だ

あ

ん

な

か

さ
れ
て
お
り
、
松
井
田
・
室
田
・
安
中
・
高
崎
・
榛
名
湖
・
伊



香
保
・
渋
川
方
面
に
通
じ
て
い
る
。

社
家
町
は
街
村
形
態
を
な
し
、
門
前
町
の
面
影
を
よ
く
留
め
て
い
る
集
落
で
あ
る
。

榛名神社における門前町の復元と変遷について131 
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第2図 榛名神社の門前町景観(昭和49年8月)

一一社家町一一

実地調査により作成
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榛名神社門前町の現在の坊の数(昭和49年)

記号 | 坊 11 記 号 | 坊

1 大 坊 1 本 坊

2 滝 野 坊 2 善 徳 坊

3 大 竜 坊 3 般 若 坊

4 =口』 本 坊 4 新宮之坊

5 宮 之 坊 5 宮 本 坊

6 宝 蔵 坊 6 東 之 坊

7 東 泉 坊 7 真 徳 坊

8 孝 善 坊

、
現
在
に
お
け
る
門
前
町
の
規
模

現
在
に
お
け
る
榛
名
神
社
の
門
前
町
の
景
観
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
の
は
、
昭
和

四
十
九
年
七
月
下
句
か
ら
八
月
中
旬
に
か
け
て
の
実
地
調
査
に
よ
っ
て
作
成
し
た
第

2
図
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
み
る
と
、
榛
名
神
社
の
前
に
道
路
に
沿
っ
て
坊
や
土
産
屋
・
飲
食

庖
等
の
家
屋
の
配
列
が
み
ら
れ
、
門
前
町
と
し
て
の
特
色
が
表
わ
れ
て
い
る
。

特
に
、
社
家
町
の
榛
名
川
以
東
(
左
岸
)
の
全
家
数
五
三
軒
(
公
民
館
・
郵
便
局

の
建
物
は
除
く
)

の
う
ち
、
現
在
坊
を
営
ん
で
い
る
家
は
わ
ず
か
一
五
軒
に
す
ぎ

倶1東倶1西

第 1表

な
い
。
中
心
道
路
の
西
側
で
七
軒
、
東
側
で
八
軒
の
分
布
で
あ
る
。
(
第
1
表
参
照
)

こ
の
一
五
軒
の
坊
の
う
ち
、
家
屋
の
景
観
上
か
ら
み
て
坊
だ
け
営
ん
で
い
る
家
は

第
2
図
の
分
布
(
長
方
形
の
黒
色
の
図
式
)
で
も
わ
か
る
よ
う
に
八
軒
で
、
道
路
の

西
側
に
四
軒
、
東
側
に
四
軒
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
家
は
坊
を
専
業
に
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
家
屋
の
景
観
上
か
ら
み
て
、
土
産
屋
と
飲
食
屈
を
兼
ね
て
い
る
坊
の
家
は
七
軒
分
布
し
て
い
る
。
土
産
・
飲
食
屈
だ
け
を
営

ん
で
い
る
家
は
九
軒
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
家
も
か
つ
て
は
坊
を
営
ん
だ
家
で
あ
る
。

一
般
住
宅
は
二
七
軒
(
空
き
家
の
五
軒
を
含
む
)
で
約
半
数
を
占
め
る
。

土
産
屋
の
経
緯
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
昭
和
入
・
九
年
頃
、
滝
野
坊
や
宮
本
坊
な
ど
が
土
産
屋
的
な
も
の
を
導
入
し
た
が
、
そ
れ



も
正
式
な
看
板
を
立
て
て
利
益
を
あ
げ
る
現
在
の
よ
う
な
土
産
屋
は
、
戦
前
に
は
な
か
っ
た
。

本
地
域
は
古
く
よ
り
御
師
集
落
と
し
て
の
機
能
を
持
っ
た
門
前
町
で
あ
り
、
そ
の
う
え
、
地
名
度
の
高
い
特
産
物
が
な
か
っ
た
た
め
、

戦
前
(
第
二
次
大
戦
前
)

に
は
土
産
屋
・
飲
食
庖
等
が
発
達
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

戦
前
に
お
い
て
は
、
御
師
収
入
を
補
う
も
の
と
し
て
、
坊
を
一
般
旅
館
(
特
に
文
官
志
願
の
大
学
生
を
対
象
と
し
た
)
に
利
用
し
た
り

養
蚕
を
行
な
う
家
(
明
治

1
昭
和
初
期
)
が
あ
っ
た
。

榛名神社における門前町の復元と変遷について

土
産
・
飲
食
居
が
増
加
し
た
の
は
戦
後
で
、
特
に
昭
和
三
十
年
代
以
降
で
あ
る
。
高
度
経
済
成
長
に
乗
っ
た
観
光
ブ
l
ム
の
影
響
が
あ

っ
た
た
め
と
、

や
は
り
、
往
時
と
は
異
な
り
御
師
(
坊
)
だ
け
の
収
入
で
は
限
度
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
故
、
坊
の
中
に
は
現
在
一
般
旅
館
の
営
業
も
行
な
っ
て
い
る
家
も
あ
る
。

土
産
・
飲
食
庖
は
す
べ
て
土
地
の
人
の
経
営
で
あ
る
。
即
ち
、

か
つ
て
坊
の
家
か
、

ま
た
は
現
在
坊
の
家
が
経
営
し
て
い
て
、
外
部
資

本
の
進
出
は
み
ら
れ
な
い
。

門
前
町
の
集
落
規
模
を
景
観
の
う
え
か
ら
み
る
と
、
い
わ
ゆ
る
土
産
・
飲
食
庖
な
ど
門
前
町
的
家
並
は
、
榛
名
神
社
の
鳥
居
前
約
三

0

0
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
(
丸
子
橋
ま
で
)
に
み
ら
れ
る
。
こ
こ
が
今
の
門
前
町
の
中
心
地
域
に
あ
た
る
。
そ
れ
か
ら
南
の
約
一
五

O
メ
l
ト

〈
ろ
も
ん
ぱ
し

ル
ま
で
(
黒
門
橋
ま
で
)
は
、
家
屋
の
分
布
は
少
な
く
な
り
、
副
的
地
域
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
れ
故
、
現
在
の
門
前
町
の
全
体
の
長
さ
は
約
四
五

0
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
黒
門
橋
か
ら
南
は
、
家
屋
の
分
布
が
一
軒
み
ら
れ
る
だ
け

で
、
門
前
町
の
地
域
に
は
入
ら
な
い
。

社
家
町
は
観
光
客
対
象
の
旅
館
と
い
う
よ
り
、
御
師
(
坊
)

の
家
が
一
五
軒
散
在
的
に
分
布
し
、
今
な
お
、

わ
ず
か
な
が
ら
御
師
集
落
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と
し
て
の
機
能
を
維
持
し
た
門
前
町
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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そ
れ
故
、
坊
の
入
口
に
は
今
な
お
往
時
の
石
灯
寵
が
建
立
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
坊
の
屋
敷
跡
に
は
往
時
の
石
垣
な
ど
が
残
っ
て
お
り

本
地
域
の
門
前
町
の
特
色
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
。

な
お
、
今
日
で
は
榛
名
湖
・
伊
香
保
方
面
の
観
光
客
の
途
中
下
車
見
学
的
な
門
前
町
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
自
動
車
に
よ
る

開
通
も
ま
だ
最
近
の
こ
と
で
、
昭
和
の
初
期
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
榛
名
神
社
の
境
内
を
通
っ
て
榛
名
湖
や
伊
香
保
へ
行
プ
た
の
で
あ

る
大
正
八
年
に
は
、
こ
の
安
中
伊
香
保
練
も
認
定
さ
れ
、
大
正
十
四
年
頃
に
は
、
室
田
か
ら
社
家
町
ま
で
は
漸
く
自
動
車
の
通
行
は
可
能

に
な
っ
た
が
、
人
馬
が
待
避
す
る
余
地
が
な
く
、
ま
だ
危
険
で
あ
っ
た
。
特
に
榛
名
湖
か
ら
榛
名
神
社
に
至
る
聞
は
、
道
が
曲
っ
て
険
し

く
、
徒
歩
の
ほ
か
は
駄
馬
・
駕
寵
が
通
ず
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
二
年
に
は
、
多
額
の
町
費
で
弁
才
坂
の
改
修
工
事
を
し
て
現
在
の
よ
う
な
道
路
と
な
り
、
昭
和
十
年
の
洪
水
で
大
き
な
損
害
を
受

け
た
が
、
国
庫
の
補
助
を
受
け
て
改
修
し
、
車
馬
・
自
動
車
も
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

戦
後
は
、
榛
名
湖
・
伊
香
保
の
観
光
地
に
通
ず
る
路
線
と
し
て
、

一
年
中
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

運
搬
物
と
し
て
は
、
湖
畔
の
天
然
氷
や
日
用
品
・
林
産
物
・
農
産
物
等
が
運
ば
れ
た
。
人
も
信
仰
客
か
ら
観
光
客
に
変
り
、
馬
・
駕
寵

か
ら
バ
ス
に
変
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、

土
地
割
か
ら
門
前
町
の
状
態
(
昭
和
四
十
九
年
)
を
み
る
と
、
黒
門
橋
か
ら
以
北
に
門
前
町
を
意
味
す
る
宅
地
の
分
布
が
み
ら

れ
る
。
黒
門
橋
か
ら
南
は
山
林
で
あ
る
。
東
側
も
山
林
で
、
す
ぐ
西
側
は
榛
名
川
で
、
こ
の
狭
小
な
土
地
に
、
道
路
に
沿
っ
て
街
村
形
感

の
門
前
町
が
発
達
し
て
い
る
。

耕
地
は
極
め
て
少
な
く
、
農
業
に
よ
っ
て
生
活
す
る
家
は
全
く
無
い
。
水
田
は
無
く
、
畑
も
わ
ず
か
で
、
街
村
の
門
前
町
と
し
て
生
計
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四、

期，明A ロ

お
け
る
門
前
町
の
規
模

を
立
て
て
き
た
姿
カミ
よ
く
わ
カミ

る。
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土
地
台
帳
の
結
果
を
記
入
し
た
六
百
分
の
一
地
籍
図
を
作
り
、
こ
れ
を
基
礎
に
し
て
実
地
調
査
を
行
な
い
、
確
認
・
補
正
し
、
三
千
分

の
一
地
籍
図
に
よ
る
第
3
図
を
作
成
し
た
。

こ
の
図
は
、
特
に
明
治
五
年
頃
か
ら
同
二
十
五
年
頃
ま
で
に
土
地
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
明
治
前
期
の
集
落
規
模
と
土
地

利
用
状
況
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

〈
ろ
も
ん

即
ち
、
第
3
図
に
よ
る
と
、
宅
地
の
分
布
か
ら
み
た
門
前
町
の
集
落
規
模
は
、
鳥
居
前
か
ら
黒
門
(
黒
門
橋
地
点
)
迄
で
、
現
在
と
殆

ん
ど
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
う
も
ん

黒
門
は
名
の
示
す
如
く
黒
色
の
円
で
、
門
前
町
の
表
玄
関
(
入
口
)
に
あ
た
る
も
の
で
、
幕
末
ま
で
こ
れ
よ
り
南
に
あ
っ
た
惣
門
に
代

か
ら
さ
わ

り
、
明
治
初
年
に
至
っ
て
唐
沢
に
掛
っ
た
黒
門
橋
の
位
置
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
惣
円
の
名
称
が
改
っ
て
黒
門
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
黒
門
の
設
置
は
、
そ
れ
よ
り
南
ま
で
発
達
し
て
い
た
江
戸
時
代
の
門
前
町
が
、
明
治
期
に
入
つ
で
現
在
と
ほ
ぼ
同
じ

規
模
の
黒
門
橋
以
北
に
縮
小
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

そ
れ
故
、
黒
門
よ
り
南
の
地
域
で
道
路
の
東
側
に
一
宅
地
が
当
時
存
在
し
て
い
た
の
は
、
新
ら
し
い
宅
弛
が
作
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、

集
落
の
規
模
の
衰
微
縮
小
に
よ
り
、
と
り
残
さ
れ
た
姿
で
あ
る
。

か
か
る
集
落
規
模
の
縮
小
は
、
坊
の
減
少
を
意
味
し
、
何
ん
と
い
っ
て
も
明
治
維
新
に
お
け
る
神
仏
分
離
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
。

明
治
維
新
後
の
坊
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。
特
に
坊
の
減
少
の
は
げ
し
か
っ
た
地
域
は
、
黒
門
か
ら
惣
円
ま
で
の
地
域
で
、
こ
の

し
も
じ
ゆ
く

地
域
を
江
戸
時
代
か
ら
下
宿
と
い
っ
た
。
次
に
、
若
干
減
少
が
み
ら
れ
た
地
域
は
、
丸
子
橋
か
ら
黒
門
(
黒
門
橋
地
点
)
ま
で
の
地
域
で

な
か
し
ん
で
ん

こ
の
地
域
を
中
新
田
と
も
い
っ
て
い
た
。

こ
の
下
宿
の
言
葉
は
、
本
地
域
に
現
存
す
る
古
文
書
(
l
u
「
文
久
二
壬
成
年
亥
歳
公
儀
御
礼
金
五
両
割
並
年
中
諾
掛
取
立
帳
」
の
中
に
、
中



新
田
の
言
葉
は
〈
2
〉
「
天
保
十
四
卯
年
一
山
惣
屋
敷
坪
数
改
帳
」
の
中
に
使
わ
れ
、

「
中
新
田
巴
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

榛
名
神
社
か
ら
下
宿
の
距
離
を
み
る
と
、
中
新
田
よ
り
も
遠
く
離
れ
て
お
り
、
門
前
町
で
は
南
端
地
域
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
門
前
町
の

発
達
過
程
か
ら
み
る
と
、
榛
名
神
社
に
近
い
丸
子
橋
以
北
の
地
域
は
、
古
い
円
前
集
落
で
あ
る
が
、
下
宿
と
中
新
田
地
区
は
江
戸
期
に
形

成
さ
れ
た
新
し
い
門
前
集
落
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

や
が
て
、
明
治
維
新
の
神
仏
分
離
に
よ
り
、
庶
民
の
信
仰
の
度
合
い
に
も
変
化
を
生
じ
、

か
つ
て
の
よ
う
な
多
く
の
参
詣
者
は
み
ら
れ

榛名神社における門前町の復元と変遷について

な
く
な
っ
た
。

こ
こ
に
坊
の
退
転
が
余
儀
な
く
さ
れ
た
う
え
、
下
宿
・
中
新
田
は
榛
名
神
社
か
ら
速
い
地
域
に
あ
る
と
い
う
不
利
な
条
件
も
か
さ
な
っ

て
、
両
地
域
の
坊
は
退
転
し
減
少
し
て
い
っ
た
。
特
に
下
宿
は
殆
ん
ど
の
坊
が
退
転
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
畑
の
分
布
を
み
る
と
、
こ
の
第
3
図
に
示
さ
れ
た
範
囲
の
畑
に
つ
い
て
は
、
坊
ま
た
は
坊
以
外
の
屋
敷
跡
が
畑
に
変
っ
た
も
の

が
多
か
っ
た
。
特
に
黒
円
か
ら
南
の
地
域
の
畑
は
、
道
路
に
沿
っ
て
分
布
し
て
お
り
、
実
地
調
査
し
て
み
る
と
、
こ
の
畑
は
石
垣
が
積
ま

れ
て
平
坦
化
し
て
お
り
、
江
戸
期
に
は
屋
敷
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
、
門
前
町
が
こ
こ
ま
で
発
達
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

第
3
図
の
南
端
部
分
の
か
つ
て
の
道
路
は
、
榛
名
川
沿
い
に
新
道
が
で
き
た
た
め
今
で
は
廃
道
と
な
り
、
そ
の
廃
道
沿
い
の
当
時
畑
に

な
っ
て
い
る
部
分
は
、
現
在
山
林
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
石
垣
は
見
事
で
、
往
時
の
屋
敷
の
面
影
を
よ
く
留
め
て
い
る
。

か
く
の
如
く
、
明
治
前
期
に
畑
が
存
在
し
て
い
た
と
い
っ
て
も
、
か
つ
て
の
屋
敷
が
畑
に
変
っ
た
も
の
が
あ
る
如
く
、
農
業
を
主
と
し

や
ま
あ
い

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
本
地
域
は
気
候
が
寒
く
、
山
聞
の
た
め
耕
地
は
少
な
く
、
御
師
(
坊
)
を
営
む
か
た
わ
ら
、
若
干
農
業
を
行
な
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っ
た
に
す
、
ぎ
な
い
。

ま
た
、
丸
子
橋
か
ら
黒
門
橋
聞
は
、
明
治
前
期
に
お
い
て
現
在
よ
り
多
く
の
坊
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
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さ
ら
に
、
第
3
図
を
よ
く
み
る
と
、
道
路
(
参
道
)
の
中
央
に
用
水
路
(
当
時
は
単
に
「
堰
」
と
い
っ
て
い
た
)
が
通
っ
て
い
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
る
。
昭
和
の
初
期
ま
で
往
時
の
ま
ま
で
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
用
水
路
は
、
寛
政
年
聞
の
別
当
所
に
関
す
る
古
文
書
の
「
御
用
記
」

ず

い

じ

ん

が

わ

に

お

う

も

ん

が

わ

ら

た
。
即
ち
、
随
神
川
(
仁
王
門
川
原
)
の
水
を
引
い
た
も
の
で
、
随
神
円
〔
仁
王
門
)
の
す
ぐ
東
の
取
入
口
か
ら
鳥
居
を
く
ぐ
り
、
そ
の

石
段
の
と
こ
ろ
ま
で
は
カ
ラ
松
の
木
樋
を
用
い
て
埋
樋
で
引
水
し
、
そ
れ
か
ら
は
開
渠
で
普
通
の
用
水
路
と
な
り
、
現
在
の
吉
本
坊
の
と

(
一
宮
昌
輔
氏
所
蔵
)
に
よ
れ
ば
、
寛
政
十
年
に
つ
く
ら
れ

こ
ろ
で
曲
っ
て
榛
名
川
に
流
入
し
た
。
用
水
は
鳥
居
に
近
い
門
前
町
の
中
心
地
域
を
流
れ
た
も
の
で
、
門
前
町
全
域
に
は
及
ば
な
か
っ

た。
用
水
は
清
測
で
、
上
流
の
一
、
二
軒
の
坊
は
飲
料
水
に
用
い
た
が
、
主
に
防
火
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
若
干
は
廃
水
を
流
し
た
り

手
洗
・
足
洗
に
利
用
し
た
家
も
あ
る
。

用
水
路
の
西
側
の
参
道
は
、
東
側
の
参
道
よ
り
や
や
高
か
っ
た
。
木
地
域
の
飲
料
水
は
、
東
の
山
麓
の
湧
水
を
共
同
で
引
水
し
て
使
用

し
て
い
る
。

門
前
町
の
中
を
通
る
参
道
は
、

か
つ
て
は
階
段
状
を
な
し
て
い
た
。
こ
の
参
道
も
時
代
に
即
応
し
て
、
昭
和
初
年
(
昭
和
七
年
頃
)
に

行
な
わ
れ
た
道
路
改
修
工
事
に
よ
り
、
階
段
は
な
く
な
り
、
同
時
に
中
央
の
用
水
路
も
道
路
の
西
側
に
寄
せ
ら
れ
、
暗
渠
と
な
っ
た
。
最

近
に
な
っ
て
、
烏
居
か
ら
随
神
橋
の
聞
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
し
た
際
に
、
木
樋
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
パ
イ
プ
に
替
え
た
。

そ
の
後
、
参
道
は
昭
和
三
十
八
年
に
自
動
車
の
運
行
に
便
利
な
近
代
的
な
舗
装
道
路
に
改
装
さ
れ
た
。

明
治
前
期
の
門
前
町
の
景
観
を
よ
く
示
す
も
の
と
し
て
、
明
治
二
十
一
年
の

(

3

)

「
上
野
国
榛
名
山
真
図
」

が
現
存
す
る
。

こ
れ
に
よ

れ
ば
、
道
路
(
参
道
)
は
階
段
状
を
な
し
、
そ
の
両
側
に
石
垣
を
築
い
て
各
坊
が
建
ち
並
び
、
黒
門
や
参
道
の
石
灯
龍
等
も
あ
り
、
御
師



集
落
の
特
色
が
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
。
明
治
前
期
に
お
け
る
門
前
町
の
集
落
規
模
は
黒
門
橋
迄
で
あ
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

玉
、
江
戸
期
に
お
け
る
門
前
町
の
規
模

江
戸
期
に
お
け
る
門
前
町
の
景
観
を
示
す
も
の
と
し
て
、
第
4
図
「
榛
名
神
社
の
門
前
町
景
観
(
天
保
十
四
年
)
」
を
作
成
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、

(

4

)

「
天
保
十
四
卯
年
一
山
惣
屋
敷
坪
数
改
帳
」
を
資
料
に
し
て
、
第
2
表
「
門
前
町
(
社
家
町
)
の
屋
敷
の

榛名神社における門前町の復元と変遷について

規
模
」
を
作
成
し
た
。

次
に
、
第
2
表
に
記
載
さ
れ
た
総
て
の
屋
敷
に
つ
い
て
、
坊
畳
敷
・
元
坊
屋
敷
・
坊
以
外
の
屋
敷
の
三
種
類
に
分
け
て
、
そ
れ
を
一
筆

毎
に
実
地
調
査
に
よ
っ
て
確
認
し
、
そ
の
分
布
位
置
を
六
百
分
の
一
の
地
籍
図
に
記
入
し
て
い
っ
た
。

こ
の
際
、

一
挙
に
天
保
十
四
年
(
一
八
四
三
年
)
の
景
観
図
を
作
る
こ
と
は
時
代
が
古
く
て
困
難
な
の
で
、
先
ず
手
が
か
り
と
し
て
、

実
地
調
査
前
に
嘉
永
三
年
の
古
文
書
官
〉
「
亥
年
公
儀
御
礼
金
五
両
割
帳
」
に
よ
っ
て
一
度
景
観
図
を
作
成
し
、
更
に
嘉
永
四
年
の
守
二
子

年
公
儀
御
礼
金
五
両
之
割
帳
」
の
古
文
書
に
よ
っ
て
当
時
の
一
軒
一
軒
の
家
の
位
置
を
確
認
し
て
か
ら
実
地
調
査
に
入
っ
た
わ
け
で
あ

る
実
地
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
郷
土
史
研
究
家
で
あ
る
地
元
の
一
宮
昌
輔
氏
の
御
協
力
を
頂
き
、
山
林
に
入
り
、
雑
草
を
刈
り
と
り
、
雑

木
を
切
り
と
り
な
が
ら
当
時
の
屋
敷
跡
を
探
し
求
め
て
そ
の
屋
敷
の
位
置
を
確
認
し
て
か
ら
六
百
分
の
一
の
地
籍
図
に
記
入
し
て
い
っ

た
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
三
千
分
の
一
の
地
籍
図
に
移
し
て
、
天
保
十
四
年
の
門
前
町
の
景
観
図
と
し
て
完
成
し
た
。

そ
れ
故
、
こ
の
第
4
図
は
天
保
十
四
年
の
門
前
町
の
姿
を
復
元
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
天
保
十
四
年
の
古
文
書
は
、
坊
の
面
積
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と
分
布
を
表
わ
す
資
料
と
し
て
は
、
現
存
す
る
古
文
書
の
中
で
は
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
。
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即
ち
、
第
4
図
に
よ
る
と
、
当
時
の
円
前
町
は
見
事
で
、
そ
の
規
模
は
現
在
や
明
治
前
期
の
も
の
と
比
較
す
る
と
、

か
な
り
大
き
か
っ

た。
地
図
の
最
南
端
の
門
前
町
の
入
口
に
は
惣
門
が
存
在
し
た
。
門
前
町
の
集
落
規
模
は
、
こ
の
惣
門
ま
で
発
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
約

七
五

0
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
に
御
師
(
坊
)

の
家
が
建
ち
並
ぶ
門
前
町
で
あ
っ
た
。
明
治
前
期
及
び
現
在
の
集
落
規
模
は
、
黒
門
(
黒
門
橋

地
点
)
ま
で
の
約
四
五

0
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
る
と
、
約
一
・
七
倍
の
長
き
で
あ
っ
た
。

そ
れ
故
、
黒
門
(
天
保
十
四
年
に
は
な
か
っ
た
)
か
ら
惣
門
ま
で
の
下
宿
地
域
に
も
、
見
事
な
門
前
町
の
景
観
が
み
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
即
ち
、
第
3
図
に
示
さ
れ
た
明
治
前
期
の
黒
門
橋
以
南
の
畑
地
は
、
天
保
十
四
年
に
は
坊
を
主
と
す
る
家
屋
が
建
て
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

鳥
居
前
約
三
一

0
0
メ
ー
ト
ル
(
丸
子
橋
ま
で
)
は
特
に
坊
が
密
集
し
て
い
た
。
ま
た
、
丸
子
橋
か
ら
現
在
の
黒
門
橋
間
約
一
五

O
メ
I

ト
ル
の
中
新
田
地
域
も
、

か
な
り
の
坊
の
分
布
が
み
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
下
宿
及
び
中
新
田
地
区
は
、
既
に
述
べ
た
如
く
江
戸
期
に
発
達
し
た
門
前
集
落
で
あ
る
が
、
丸
子
橋
以
北
の
地
域
は
、
下
宿

や
中
新
田
地
区
よ
り
も
古
く
か
ら
形
成
さ
れ
た
門
前
集
落
で
あ
る
。

第
4
図
を
実
証
す
る
も
の
と
し
て
、
ハ
7
〉
「
榛
名
神
社
関
係
絵
図
」
が
現
存
す
る
。
こ
れ
は
、
文
化
年
間
の
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

江
戸
期
に
お
け
る
本
地
域
の
門
前
町
の
景
観
が
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
榛
名
神
社
の
前
に
は
見
事
な
門
前
町
が
発
達
し
て
お
り
、

門
前
町
の
南
端
に
は
、

は
っ
き
り
と
惣
門
が
描
か
れ
て
い
る
。
鳥
居
前
か
ら
惣
門
ま
で
の
家
並
は
第
4
図
と
一
致
す
る
。
門
前
町
の
中
程

の
丸
子
橋
も
描
か
れ
て
い
る
。

更
に
、
惣
門
か
ら
南
は
街
道
(
参
道
)
に
面
し
て
見
事
な
杉
並
木
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
杉
並
木
は
伐
採
さ
れ
た
た
め
今
で
は
見
ら



141 榛名神社における門前町の復元と変遷について

第 2表門前町(社家町)の屋敷の規模(天保14年)

西側

事 坊 晶表〈自主揮) 著坊 品事品3阜〕
1 大円坊 16 X 26 ~416 俗)元玄樹 7X6~~晶 5

2 峯之坊 lO X12~ !20 大麻坊抱屋敷

3 善竜訪 llX7.5~2.5 位7)森本坊元屋敷 9X7.5~町五

(4) 上地大蔵坊 9X9.5 ~.85.5 26 沢本坊 10X'7~ 70 

5 祥雲坊 12.5X5.5司 68.5 29 車車妨 16.5 X 10~165 

6 岩本労 17 X 5.5 ~93.5 却三議坊 12Xll.5信138

7 入之坊 aJ.5X6.5 ~Iお 31 東学訪 8Xll~66 

8 呆議坊 28 X 10.5 ~ 291 32 神力妨 2 X 19"， 38 

9 大坊 26x16.5~429 お金銭坊 6x 6 ~ 36 

10 三力訪 問×毛~103.5 34)上地梅之幼 9X11 ~凹l

11 滝之坊 20x 6~120 35宝蔵坊 9XI0~ 00 

ロ 大竜坊 17.5X7.5~ 131 36 北之坊 10 X 11 ~110 

13 寸翰坊 15X8~120 37 藤之坊 自X 9~ 72 

14 竹宮古稗雲坊14.5X8.5~ 123 1138 芋善場事?吾 9X 12 ~108 

15 吉本坊 18 !fXI8~τ~~333 39 善力坊 6x12~72 

16 宮之坊 22.5x7~157.5 岨)上地松本坊 7.5x7.5~ 田

17 竜学坊 初 X5.5~110 (41) 元松本坊 8.5X5~425 

18 福本初 11x6.5=，'百5 林学坊抱屋敷

19 ー喋坊 11 x 10 ~ 110 42 竜谷坊 3 x5.5~165 

加林護坊 11.5 x7=80.5 A3)犬学坊屋敷 3xll.5=.34.5

21 大麻坊 12.5x8 ~ 1回 峯本妨抱屋敷

22 南之坊 19.5X7=136.5 44 伊勢雄 4xl1=44 

23 山本坊 11.5 x 12 = 138 本学坊屋敷

担 杉本妨 13 x 13~169 45)元周蔵坊 5X 8~40 

お法伝妨 7 x7寺 52 大竜坊抱屋敷

草坊朋の駒郡面持 考坊以外泊も白星悪品星島

イ 吉本坊抱屋敷 6X 1O ~O チ直右衛門 10x7.5=75 

ロ嫡嫡屋敷14x牛田 泉議坊抱屋敷

J、角太夫 7x7ト回 ザ弥右衛'j 6.5x!O.5=68 

ニ 宝蔑坊拝借車地 4 泉蔵坊抱屋敷

ホ本宅芋善訪抱屋敷4X16='tお ヌ八兵衛 9x12~I08 

へ 山之場包屋敷1OX!3.5=邸 北之場担屋敷

ト 全開院抱屋敷 6.5x8~52 ル半蔵 8X8= 臼

東側

考坊易黒2JEia奪坊轟系自主揮〉

1 本坊(別当所〉 m 山之妨 18.5XI8.5:(辺

2 善徳坊 21X8=166 21 峯之坊 6.5X6.5=42.5 

(3) 土地北之坊 23X6=138ω 土地吉之訪 4 X 4 = 16 

4 竜穏坊 23X4.5~1回 5 お竜柑縄本坊)中日8

5 沢之坊 26X8=224 24 谷本坊 6X12-72 

6 般若坊 32 x21~ 672 25 教覚坊(教学坊)6x15=曲

白〉元梅之坊屋敷 9X14~126 お森耕中8.5=138.5

般若坊屋敷 27 西之坊 9 X 11~ 曲

8 宝学坊 7X10=70 26万蔵坊 7X3.5=24.5 

9 寂之訪 10.5X8 =剖 29]谷之坊 9 X 9~ 81 

10 般若坊衛守 35X8=280 30 法泉坊 8X 7畠 56

11 東之坊 27x8=216 。u土地元体費坊 8x9= 72 

12 宮本坊 22x9ト 212.5 沼長室坊 6 X 16 = 96 

13 泉学坊 13X5.5= 71.5 お大楠 U x12=曲

14 南車坊 14X7=98 担 J法糊 10X 12.5=125 

中之坊境内〈神議院) 767 35 孝善坊 12X 7=但

15 うち中之坊 20XI9.5=390 36 下之坊 13X12=1日

A うち中之坊大門 12X4=48 37' .:!!.威坊 10X 9= 90 

16 滋之坊 llX4ト 51 ぉi南学坊 8X12= 96 

17 大智坊 12.5X5=62.5 39林学坊 l1X 9= 99). 

18 泉竜Z者 IOXl=10 40 I峯柑 8.5xl日比5

19 真徳訪 日 x 7= 91 ~I 竜学坊 5 X 8= 40 

記号の()は元坊屋敷，坊の()は別名。

棚上 表 の 91-は.9問4尺を示す。

考坊以外のもの轟義官普品1幸坊附加晶製品事J亀
イ 仲次郎 24 へ 般若坊抱屋敷 7X12=倒

ロ 冗永闇屋敷 7X6= 42 ト 下之坊抱屋敷 12.5X8=1∞
ハ善蔵 8X~ 肩 70 チ幸蔵 5 xI5=75 

ニ 仁右碍刊 4 X 10=40 リ 政太夫泡屋敷 10X6.5=65

ホ 法林坊抱尾敷7.5X7.5=日
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第4図榛名神社の門前町景観(天保14年)

一宮昌輔氏所蔵、の史料を基礎に実地調査により作成



れ
な
い
が
、
伐
根
は
残
っ
て
い
る
。
榛
名
神
社
の
旧
一
之
鳥
居
の
位
置
も
絵
図
に
示
さ
れ
て
お
り
、
今
で
は
旧
道
の
傍
に
、
高
さ
一
・
五

メ
ー
ト
ル
の
旧
一
之
鳥
居
柱
石
が
残
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
向
っ
て
右
側
の
柱
石
に
は
「
榛
名
山
」
、

左
側
の
柱
石
に
は

「
御
旅
行
」

と
銘
が
あ
る
。
旧
道
は
こ
れ
よ
り
二
軒
茶
屋
跡
(
今
の
八
本
松
地
区
の
一
部
)
に
通
じ
て
い
る
。
現
在
舗
装
道
路
に
面
し
て
建
て
ら
れ
て

い
る
一
之
鳥
居
は
、
県
道
改
修
に
と
も
な
い
昭
和
十
五
年
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
地
域
は
交
通
上
か
ら
み
る
と
、
寛
永
八
年
に
番
所
が
置
か
れ
た
。
番
所
は
榛
名
神
社
の
北
裏
で
、
榛
名
川
(
お
宮
川
原
)
に
沿
っ
て

榛名神社における門前町の復元と変遷について

設
置
さ
れ
た
の
で
、
榛
名
湖
・
伊
香
保
・
利
根
・
吾
妻
(
大
戸
を
通
ら
な
い
地
域
)
方
面
の
取
締
に
は
機
能
を
発
揮
し
た
が
、
大
戸
通
り

の
信
越
へ
の
交
通
に
対
し
て
は
効
果
が
な
か
っ
た
。
番
所
を
適
ら
ず
に
信
越
に
通
じ
た
の
で
あ
る
。
ム
7

も
番
所
の
門
が
旧
態
を
留
め
て
い

る。
本
地
域
は
室
田
宿
・
大
戸
宿
へ
通
じ
、
榛
名
湖
・
伊
香
保
へ
も
通
ず
る
要
地
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
榛
名
神
社
の
境
内
に
は
往
時
の
面

影
を
留
め
る
道
擦
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
正
面
に
「
右
み
た
ら
し
是
よ
り
十
八
丁
」
、

「
水
沢
江
三
里
余

伊
香
保
江
二
里
半

側
面
に

高
崎
江
六
里
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、

妙
義
江
七
里

ま
た
、
文
化
五
年
に
塩
原
太
助
の
寄
進
し
た
榛
名
神
社
境
内
の
玉
垣
の
親
柱
に
も
、

同
様
な
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

更
に
、
江
戸
期
に
お
け
る
集
落
の
立
体
的
形
態
に
つ
い
て
み
る
と
、
門
前
町
の
丸
子
橋
以
北
の
地
域
で
は
二
度
の
大
火
が
あ
っ
た
。

度
は
享
保
十
四
年
ご
七
二
九
年
)
で
あ
り
、
二
度
目
は
明
和
元
年
(
一
七
六
四
年
)

の
大
火
で
、
こ
の
時
は
四
二
軒
の
坊
が
焼
失
し
て

し
ま
っ
た
。
本
坊
は
二
度
の
大
火
に
も
幸
い
難
を
免
れ
た
。
そ
れ
故
、
こ
の
丸
子
橋
以
北
の
家
屋
は
、
殆
ん
ど
明
和
以
後
の
も
の
で
あ

143 

る
か
く
の
如
き
事
情
が
、
寛
政
十
年
に
本
地
域
の
道
路
の
中
央
に
用
水
路
が
で
き
た
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
。
丸
子
橋
以
南
の
地
域
は
延
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焼
を
免
れ
た
た
め
、
今
な
お
旧
態
を
留
め
る
坊
が
存
在
し
て
い
る
。

坊
の
家
の
屋
根
も
江
戸
期
に
は
茅
葺
が
多
く
、
明
治
か
ら
大
正
期
に
な
る
に
つ
れ
て
板
葺
ま
た
は
そ
の
石
置
屋
根
が
多
く
な
っ
て
き
た
。

そ
れ
は
主
と
し
て
杉
板
、
栗
板
で
あ
っ
た
。

(
明
治
の
郡
村
誌
に
よ
れ
ば
、
榛
名
山
村
か
ら
屋
根
板
が
二
五

O
O駄
生
産
さ
れ
て
い
る
。
)

山
林
に
関
す
る
古
文
書
と
し
て
、
慶
長
十
九
年
の
(
8
〉
「
権
現
様
御
墨
印
写
」
に
よ
れ
ば
、

て
堂
塔
社
頭
坊
舎
造
営
之
外
竹
木
不
可
伐
之
但
住
山
之
者
薪
取
事
不
有
異
儀
事

右
堅
可
守
此
旨
者
也

慶
長
拾
九
年
九
月
五
日

御
墨
印

と
記
さ
れ
て
い
る
如
く
、
江
戸
期
に
お
い
て
榛
名
神
社
(
別
当
所
)
は
、
朱
印
地
と
し
て
三
里
四
方
の
山
林
を
所
有
し
、
こ
の
山
林
の
竹

木
伐
採
に
つ
い
て
は
、
法
度
と
し
て
榛
名
神
社
の
堂
塔
や
坊
の
造
営
以
外
は
伐
採
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
明
記
さ
れ
、
山
林
は
厳
重
に

保
護
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
薪
を
と
る
こ
と
は
許
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
多
く
の
御
朱
印
の
写
し
に
も
同
様
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る。
か
く
の
如
き
事
情
か
ら
、
山
林
の
伐
採
に
つ
い
て
は
、
き
び
し
い
制
度
が
あ
っ
た
た
め
、
江
戸
期
に
お
い
て
は
杉
板
、
栗
板
等
の
板
菩

屋
根
は
少
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

(
大
正
後
期
に
な
る
と
、

ト
タ
ン
葺
が
現
わ
れ
て
き
た
。
)

特
に
、
天
保
十
四
年
当
時
は
、
第
2
表
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
参
道
の
西
側
で
は
三
七
軒
、
東
側
で
も
三
七
軒
、
合
計
七
四
軒
の
坊
が

道
路
の
両
側
に
石
垣
を
築
い
て
階
段
状
に
建
ち
並
ん
で
い
た
。
元
坊
屋
敷
は
西
側
で
八
軒
、
東
側
で
四
軒
、
坊
以
外
の
屋
敷
数
は
西
側
が

一
一
軒
、
東
側
は
九
軒
で
、
そ
の
う
ち
一
般
民
家
の
屋
敷
数
は
西
側
が
五
軒
、
東
側
が
四
軒
の
合
計
九
軒
で
あ
っ
た
。

そ
れ
故
、
坊
及
び
一
般
民
家
の
合
計
戸
数
は
八
三
戸
で
あ
っ
た
。



榛名にお神社ける門前町の復元と変遷について145 

坊の間取り(天保6年)

坊若般

第 5図

江
戸
期
に
お
け
る
集
落
の
平
面
的
形
態
に
つ

い
て
み
る
と
、
第
4
図
に
み
る
ご
と
く
、
道
路

の
中
央
に
用
水
路
が
通
り
、
街
村
形
態
を
な
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
街
村
を
形
成
し
た
の
は

門
前
町
に
よ
る
た
め
で
あ
る
。

坊
の
屋
敷
面
積
の
規
模
を
第
2
表
で
み
る
と

一
O
O坪
以
下
の
小
面
積
の
坊
が
約
半
数
の
多

く
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
地
形
的
制
約
を
受

け
た
山
聞
の
集
落
の
一
特
質
と
い
え
よ
う
。
こ

れ
に
よ
っ
て
当
時
の
坊
の
規
模
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

な
お
、
天
保
以
前
に
お
い
て
は
、
年
代
は
不

詳
だ
が
、
榛
名
川
以
西
に
も
坊
が
分
布
し
た
の

で
あ
る
。

坊
の
間
取
り
に
つ
い
て
は
、
天
保
六
年
の

(
9
〉
「
間
取
り
図
」
(
第
5
図
)
が
あ
る
。
こ
の

間
取
り
は
般
若
坊
で
、
本
地
域
で
は
特
に
大
き
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問

拾問

居
間

イ邦
間

拾壱間半

座
敷

上
段

茶
之
間

演度
敷

次
閑

入側
間

lfttl 入

貢t
問

玄関

j¥'C間半

な
規
模
の
も
の
で
あ
り
、
宿
泊
を
考
慮
し
た
坊
の
特
色
が
み
ら
れ

ヲ
匂
。

即
ち
、
各
部
屋
は
襖
に
よ
っ
て
独
立
し
て
い
る
が
、
襖
を
取
り
は

ず
せ
ば
大
き
な
広
聞
に
な
っ
て
敷
居
の
上
に
も
蒲
団
を
敷
く
こ
と
が

別当所の間取り(寛政8年)

で
き
、
多
数
の
参
拝
者
を
宿
泊
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
中
廊
下
に
相
当
す
る
場
所
は
畳
廊
下
で
部
屋
代
り

と
も
な
り
、
宿
泊
者
の
収
容
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配

慮
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
家
は
そ
の
後
若
干
の
改
造
は
さ
れ
た
が
、
殆

ん
ど
往
時
の
ま
ま
で
現
存
し
て
い
る
。

か
く
の
如
く
、
坊
の
間
取
り
は
本
地
域
の
集
落
構
成
の
一
一
特
質
と

い
え
よ
う
。

第 B図

な
お
、
現
在
本
坊
と
呼
ん
で
い
る
白
〉
「
別
当
所
の
間
取
り
」
も
、

今
な
お
旧
態
を
留
め
て
い
る
。

六
、
戸
口
・
坊
及
び
生
活
形
態
の
変
化

社
家
町
が
門
前
町
と
し
て
特
に
発
達
し
た
江
戸
時
代
以
後
の
人
口

の
変
化
及
び
坊
の
変
化
を
、
寛
永
十
年
の
丘
)
「
五
人
組
之
事
」
、

-克
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社家町の戸口及び坊の変化(筆者集成)

年 代 人 日

戸数 備 考
年号 西暦年 総 数 男 女

寛永 10年 1633 43 戸 人 人
人般若坊はまだなJ..，. 1:.れより 3年後。

元禄 4年 1691 住4山1田0者) そものの他)-'3下人，見金3計5人4"'6下4人女16人.活者 (たな

宝永 2年 1705 86 477 その他，下男 36人，下女25入，合計538人

事保 9年 1724 99 433 麗人 152人.合計585人

寛延 3年 1750 (車?霊)ー 508 274 234 その他守， 御ケ寺番所14人，を別加え当所ると11人'5衆4徒0五人ケ寺
並堂ー 7人 合計

寛政 6年 1794 85 347 177 170 

文政 7年 1824 302 

天保 14年 1843 83(74) 長官躍宇品拐殺芸時側3市西側 37

字自治主T1868 (78) 261 147 114 ()は師職家数

明治 3年 1870 61 265 141 124 論将校!立話h管支。(空家)6軒。

明治 5年 1872 63 268 144 124 

明治10年 1877 63 256 132 124 

明治14年 1881 (56) ( )は師職家数(宿坊の数〉

明治37年 1904 60 

大正 9年 1920 (29) ( )は向上

昭和 15年 1940 (20) ( )は同上

昭和24年 1949 (16) ( )は同上

昭和29年 1954 (16) ( )は同上

昭和49年 1974 48(15) 164 78 86 ( )は向上

第 3表

藤
四
年
の
ハ
ロ
)
「
上
野
国
群
馬
郡
榛
名
山
五

人
組
人
別
宗
門
改
之
帳
」
、

宝
永
二
年
の
臼
)

「
上
野
国
群
馬
郡
榛
名
山
五
人
組
人
別
改
前

書
」
、
そ
の
他
の
臼
×
日
×

5
資
料
に
よ
っ
て

み
る
と
、
第
3
表
の
如
く
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
戸
口
の
変
化
に
つ
い
て
み

る
と
、
江
戸
期
に
お
い
て
戸
数
は
多
い
時
で

約
一

O
O戸
程
度
で
あ
っ
た
。
特
に
、
寛
永

十
年
は
四
三
戸
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
る
と
、

、
江
戸
前
期
に
お
い
て
は
、
集
落
は
あ
ま
り
発

展
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

社
家
町
が
門
前
町
と
し
て
特
に
発
展
し
た

の
は
、
元
聴
か
ら
寛
延
年
聞
に
か
け
て
の
江

戸
中
期
で
あ
る
。
戸
数
は
約
一

O
O戸
に
及

ん
だ
。
人
口
は
約
五

O
O人
に
達
し
た
。
宝

永
二
年
に
お
い
て
は
、
下
男
下
女
の
六
一
人

を
加
え
れ
ば
五
三
八
人
と
な
り
、
享
保
九
年
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で
は
雇
人
の
一
五
二
人
を
加
え
れ
ば
五
八
五
人
に
な
る
。
寛
延
三
年
に
お
い
て
も
、
そ
の
他
を
加
え
れ
ば
五
四

O
人
に
達
し
た
わ
け
で
あ

る。
寛
政
か
ら
慶
応
年
聞
に
か
け
て
の
江
戸
後
期
に
は
戸
数
、
人
口
共
に
逓
減
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
、
人
口
に
お
い
て
そ
れ

が
明
瞭
に
表
わ
れ
て
い
る
。

や
が
て
、
明
治
三
年
に
な
る
と
、
戸
数
は
更
に
減
少
し
、
門
前
町
と
し
て
発
展
し
た
江
戸
中
期
と
比
較
す
る
と
著
し
い
減
少
で
あ
る
。

そ
の
後
は
戸
数
・
人
口
共
に
漸
減
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

現
在
は
、
戸
数
に
お
い
て
は
最
盛
期
に
当
る
江
戸
中
期
の
約
半
数
、
人
口
で
は
約
三
分
の
一
の
規
模
に
減
少
し
て
し
ま
っ
た
。

次
に
職
業
構
成
を
み
る
と
、
江
戸
期
に
お
い
て
は
御
師
で
坊
を
営
む
家
が
大
部
分
を
占
め
、
他
の
職
業
を
専
業
と
す
る
も
の
は
極
め
て

、，，戸
t
h

、0

4
J中山

L
ち
な
み
に
、
慶
応
四
年
の
「
榛
名
山
家
数
並
人
別
取
調
帳
」

(
前
掲
国
)
に
よ
れ
ば
、

一
、
別
当
所

一
、
衆
徒
寺
院

一
、
師
職
家
数

山
内
総
人
数

壱
ケ
寺

五
ケ
院

七
拾
八
軒

メ
弐
百
六
拾
壱
人

内
男
百
四
拾
七
人

女
百
拾
四
人

右
之
通
相
違
無
御
座
候
尤
モ
当
山
御
墨
印
御
朱
印
之
儀
者
御
文
言
ノ
通
境
内
山
林
之
外
田
畠
者
勿
論
農
人
等
古
来
ヨ
リ
一
切
無
御
座
侯

慶
応
四
年
辰
五
月上

野
閏
群
馬
郡
榛
名
山

以
上



東
叡
山

天
台
宗

光
明
寺
印

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
社
家
町
は
師
職
の
家
が
殆
ん
ど
で
、
古
く
よ
り
田
畑
は
無
く
、
農
民
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
畑
に
つ
い
て
は
、
厳
密
に
言
え
ば
、
江
戸
期
に
は
僅
か
で
は
あ
る
が
存
在
し
た
。

即
ち
、
嘉
永
三
年
(
前
掲
5
)
及
び
嘉
永
四
年
(
前
掲
6
)
の
古
文
書
の
中
に
、

榛名神社における門前町の復元と変遷について

新
畑
分

一
、
弐
拾
五
坪

一
、
三
拾
六
坪

一
、
拾
四
坪

益
田
竜
坊

大
麻
坊

宮
之
坊抱

屋
敷

一

、

三

拾

五

坪

一

楽

坊

一

、

三

拾

坪

山

本

坊

一

、

五

拾

坪

東

泉

坊

一

一

、

四

拾

坪

忠

蔵

坊

一

、

弐

拾

八

坪

林

学

坊

〆
銀
壱
匁
九
分
九
毛
弐
糸

と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
惣
門
よ
り
八
本
松
ま
で
の
聞
に
分
布
し
た
も
の
が
多
く
、
各
畑
は
五

O
坪
以
下
の
小
規
模
な
も
の
で
、
合
計
二
五
八
坪
の

僅
か
な
面
積
を
農
民
で
な
い
一
部
の
坊
が
所
有
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
た
め
、
公
的
に
は
田
畑
は
無
い
こ
と
で
慶
応
四
年
の
「
榛
名
山
家

149 

数
並
人
別
取
調
帳
」

(
前
掲
日
)

に
は
報
告
さ
れ
て
い
る
と
解
せ
よ
う
。
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か
く
の
如
く
、
江
戸
期
に
お
け
る
本
地
域
は
、
田
畑
は
殆
ん
ど
無
く
、
農
民
は
存
在
せ
ず
、
御
師
(
坊
)
を
中
心
と
し
た
生
活
形
態
の

門
前
町
と
し
て
発
達
し
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
第
3
表
に
よ
り
坊
の
変
化
を
み
る
と
、
江
戸
後
期
の
天
保
十
四
年
で
は
七
四
軒
、
慶
応
四
年
で
は
七
八
軒
で
あ
る
が
、
江
戸

中
期
に
お
い
て
は
戸
数
及
び
人
口
が
多
く
、
殆
ん
ど
の
家
が
師
職
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
察
し
て
、
天
保
年
間
よ
り
も
坊
は
多
く
存
在
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
雇
人
(
下
男
下
女
)
が
多
く
存
在
し
た
こ
と
か
ら
も
そ
れ
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
数
は
約
一

O
O坊
を
限
度
と
し

た
の
で
あ
る
。

明
治
に
入
る
と
、
明
治
十
四
年
で
五
六
軒
と
な
り
、
そ
の
後
は
更
に
減
じ
て
大
正
九
年
で
二
九
軒
、
昭
和
二
十
九
年
が
二
ハ
軒
、
同
四

十
九
年
が
一
五
軒
(
現
在
神
道
大
教
に
加
盟
)
で
、
戸
数
と
同
様
に
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

特
に
、
明
治
以
後
急
激
に
坊
が
減
少
し
た
の
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
先
ず
明
治
維
新
の
神
仏
分
離
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
即

ち
、
神
仏
分
離
に
よ
り
、
御
師
の
活
動
が
衰
え
た
た
め
、
生
計
が
困
難
と
な
り
、
坊
が
減
少
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

神
仏
分
離
は
明
治
政
府
に
よ
っ
て
、
明
治
元
年
三
月
に
布
告
さ
れ
た
が
、
榛
名
神
社
も
慶
応
四
年
(
明
治
元
年
)
八
月
晦
日
、
岩
鼻
県

社
寺
御
役
所
で
榛
名
山
役
人
と
光
明
寺
と
同
席
で
、
神
仏
分
離
の
言
渡
し
を
受
け
て
い
る
。

し
か
し
、
榛
名
神
社
の
神
仏
分
離
が
実
際
に
行
な
わ
れ
た
の
は
明
治
三
年
で
あ
っ
た
。

更
に
は
、
明
治
七
年
に
教
部
省
よ
り
出
さ
れ
た
配
札
勧
財
取
締
の
布
達
も
、
坊
の
減
少
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
布
達
の
影
響
を

受
け
て
御
師
か
ら
の
配
札
が
一
時
激
減
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
信
者
(
旦
那
)
も
減
少
の
傾
向
を
た
ど
り
、
宗
教
的
・
経
済
的

基
盤
は
打
撃
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

即
ち
、
具
体
的
に
百
〉
配
札
勧
財
取
締
の
布
達
を
み
る
と
、



配
札
勧
財
取
締
ユ
関
ス
ル
件

明
治
七
年
一
月
二
十
日

教
部
省
番
外
遠

神
道
諸
宗
管
長

近
来
神
社
遥
拝
所
造
営
妓
教
会
議
社
ノ
許
可
ヲ
名
ト
シ
狼
ニ
配
札
或
ハ
勧
財
等
ノ
所
業
-
一
及
候
者
往
々
有
之
哉
-
一
相
関
却
テ
布
教
ノ
大
旨
ニ
戻
リ
政

治
ノ
障
害
不
少
以
ノ
外
ノ
事
一
一
付
今
後
決
シ
テ
心
得
違
ノ
者
無
之
様
各
会
社
中
ニ
於
テ
厳
重
取
締
可
為
致
此
旨
相
違
侯
事

但
シ
此
後
右
体
ノ
者
地
方
立
廻
侯
節
ハ
厳
重
取
札
顛
末
具
状
候
様
各
地
方
官
へ
相
違
侯
条
此
旨
可
相
心
得
事

榛名神社における門前町の復元と変遷について

と
あ
る
如
く
、

み
だ
り
に
配
札
や
寄
附
行
為
を
し
て
政
治
の
障
害
と
な
る
こ
と
は
許
さ
ぬ
と
い
う
趣
旨
(
当
然
、
配
札
を
政
治
活
動
に
利

用
し
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
意
味
も
あ
る
)

の
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
布
達
が
、
御
師
の
配
札
を
一
層
困
難
に
し
、
御
師
達
は
経
済
的
に
も
苦
し
く
な
っ
た
。
な
か
に
は
生
活
維
持
の
た
め
、
私
財
を
売

却
す
る
御
師
も
現
わ
れ
た
。

こ
こ
に
、
窮
状
打
開
策
と
し
て
、
惣
門
よ
り
八
本
松
聞
を
中
心
と
す
る
神
社
参
道
の
並
木
伐
採
許
可
の
嘆
願
書
を
、
明
治
六
年
三
月
に

名
神
社
調
宮
よ
り
群
馬
県
令
に
提
出
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
御
師
達
の
窮
状
は
認
め
ら
れ
、
並
木
の
伐
採
が
許
可
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
明
治
四
年
の
ハ
引
む
資
料
に
よ
れ
ば
、

惣
門
か
ら

八
本
松
迄
の
並
木
は
主
に
杉
で
、
松
と
棋
が
若
干
あ
り
、
参
道
の
東
側
(
山
際
)
は
合
計
四
一
七
本
、
西
側
(
川
添
)
は
三

O
九
本
あ
り
、

並
木
の
太
さ
は
一
般
に
円
周
が
六
尺
か
ら
一
一
一
尺
の
太
さ
の
も
の
が
多
く
、
中
に
は
一
五
尺
の
も
の
も
あ
っ
た
。
並
木
は
各
家
に
払
い
下

151 

げ
ら
れ
、
こ
れ
を
売
却
し
て
生
活
の
一
助
と
し
た
の
で
あ
る
。
伐
根
は
今
も
存
在
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
御
師
集
落
と
し
て
発
達
し
た
本
地
域
は
、
坊
の
増
減
が
門
前
町
の
盛
衰
を
意
味
し
、
特
に
江
戸
中
期
に
お
い
て
門
前
町
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と
し
て
最
も
発
展
し
た
の
で
あ
る
。

次
に
御
師
(
坊
)

の
機
能
に
つ
い
て
若
干
考
察
し
て
み
よ
う
。

は
る
な
さ
ん
ま
ん
ぎ
よ
う
ぐ
う
が
ん
で
ん
じ

御
師
中
心
の
江
戸
期
は
、
神
仏
習
合
に
よ
る
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
榛
名
神
社
は
「
榛
名
山
満
行
宮
厳
殿
寺
」
と
称
し
た
。
こ

の
榛
名
神
社
こ
そ
は
御
師
集
落
の
ハ
叩
×
初
〉
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
。

御
師
は
御
祈
鵡
師
の
略
で
、
上
下
の
字
を
と
っ
て
御
師
と
称
し
た
も
の
で
、
元
来
、
神
社
に
奉
仕
し
、
参
詣
者
に
代
っ
て
祈
祷
す
る
役

め
が
あ
り
、
参
詣
者
に
太
々
神
楽
の
斡
旋
と
宿
泊
の
施
設
を
提
供
し
、
更
に
参
詣
者
(
旦
那
)
と
世
襲
関
係
を
結
ん
で
神
札
の
配
布
(
配

札
)
な
ど
を
行
な
っ
た
。

こ
の
参
詣
者
の
休
息
所
で
あ
り
、
宿
泊
す
る
旅
館
を
宿
坊
ま
た
は
単
に
坊
と
い
い
、
御
師
が
坊
を
営
ん
で
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
故

御
師
は
坊
号
(
坊
名
)
を
持
っ
て
お
り
、
学
頭
兼
別
当
か
ら
名
付
け
て
も
ら
っ
た
も
の
が
多
く
、
坊
を
名
乗
っ
て
い
る
と
負
担
が
あ
る
の

で
、
坊
を
返
し
て
ま
た
名
付
け
て
も
ら
っ
た
り
、

な
か
に
は
一
坊
で
二
つ
の
坊
号
の
家
も
あ
っ
た
。

こ
こ
に
、
多
く
の
御
師
達
の
家
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
集
落
が
、

い
わ
ゆ
る
御
師
集
落
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
社
家
と
は
神
社

に
関
係
す
る
家
の
こ
と
で
御
師
の
家
で
あ
る
。
本
地
域
を
社
家
町
と
い
っ
て
い
る
の
も
そ
こ
に
由
来
す
る
。

御
師
の
配
札
範
囲
は
、
江
戸
期
に
お
い
て
は
関
東
一
円
か
ら
越
後
・
信
濃
・
甲
斐
・
岩
代
(
特
に
会
津
)
に
及
ん
だ
。
配
札
期
は
作
物

の
収
穫
後
と
か
、
十
二
月
の
農
閑
期
に
旦
那
場
を
巡
回
し
て
配
札
し
た
。

(
今
で
は
、

各
坊
が
郵
送
に
よ
っ
て
配
布
し
て
い
る
。
)
こ
れ

ら
の
地
方
に
は
、
主
と
し
て
村
単
位
に
五
〉
榛
名
講
が
結
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
代
参
講
で
、
講
社
(
お
も
に
部
落
単
位
)
を
代
表
し
て

数
人
が
参
詣
(
代
参
)
し
た
。
代
参
期
は
三
月
中
句
か
ら
五
月
中
旬
で
あ
る
。
代
参
入
は
師
旦
(
師
檀
)
の
関
係
を
結
ん
だ
坊
に
宿
泊
し
、

御
師
を
通
じ
て
参
詣
し
、
神
社
の
神
札
を
受
け
て
帰
り
、
講
員
へ
こ
の
神
札
を
配
布
す
る
。
江
戸
期
に
は
各
坊
で
坊
名
入
り
の
神
札
を
授



与
し
た
。
神
札
に
は
五
穀
豊
鰻
・
嵐
除
・
雷
除
・
蚕
守
・
虫
除
・
防
火
等
の
各
種
が
あ
り
、
特
に
農
業
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
そ
れ
故
、

講
社
は
主
と
し
て
農
民
に
よ
り
結
成
さ
れ
て
い
た
。
坊
は
こ
の
講
社
の
扱
い
に
よ
っ
て
生
活
し
た
の
で
あ
る
。

か
く
の
知
く
、
江
戸
期
に
盛
ん
だ
っ
た
御
師
活
動
も
明
治
に
な
る
と
衰
え
、
坊
も
減
少
し
、
本
地
域
の
生
活
形
態
に
も
変
化
が
生
じ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
変
化
を
よ
く
示
す
も
の
と
し
て
、
明
治
七
年
に
県
へ
提
出
し
た
引

g
嘆
願
書
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

榛名神社における門前町の復元と変遷について

御
管
下
北
第
十
大
区
八
小
区
上
野
国
群
馬
郡
朱
印
地
土
地
無
高
春
名
山
村
小
吏
並
ニ
小
前
一
同
奉
申
上
候

咋
明
治
六
年
六
月
旧
神
職
一
同
農
籍
編
入
被
仰
付
奉
畏
侯
然
ル
処
従
来
山
間
ノ
僻
地
-
一
テ
柳
モ
田
園
無
之
朱
印
地
ヲ
以
テ
一
同
へ
頒
配
仕
杉
松
雑
木

之
類
栽
殖
致
シ
及
ヒ
神
務
ノ
余
暇
ニ
ハ
山
稼
致
シ
東
叡
山
へ
冥
加
ト
シ
テ
毎
年
金
五
円
宛
相
納
活
計
相
営
ミ
来
侯
処
去
成
辰
年
朱
印
返
上
其
後
明
治
四

辛
未
年
旧
岩
鼻
県
ニ
於
テ
社
地
現
在
御
改
之
節
従
来
私
有
地
立
木
共
其
鐙
上
地
ニ
相
成
是
-
一
於
テ
戸
数
六
十
戸
人
員
二
百
六
十
余
ハ
山
稼
廃
絶
仕
無
産

ノ
民
ト
相
成
糊
口
ノ
道
ヲ
失
ヒ
碕
与
困
窮
切
迫
難
渋
罷
在
侯
然
ル
ニ
昨
六
年
十
月
官
林
漸
次
御
払
下
ノ
御
布
令
モ
有
之
侯
ニ
付
テ
ハ
従
前
朱
印
地
社

付
ト
相
唱
候
山
林
図
面
之
通
弁
-
一
字
高
天
原
之
内
上
室
田
村
用
水
普
請
芝
塊
取
場
相
除
キ
旧
来
私
有
地
与
致
来
侯
反
別
之
地
所
井
-
一
杉
松
合
凡
二
千

四
百
九
十
本
余
雑
木
小
苗
木
ト
モ
村
内
一
一
同
へ
御
払
下
ケ
被
成
下
置
侯
様
伏
テ
奉
願
上
侯
且
代
価
之
義
ハ
去
ル
申
年
七
月
中
御
払
下
ケ
入
札
仕
侯
公
平

ノ
金
高
微
ニ
ヒ
金
六
百
円
奉
上
納
度
尤
当
明
治
五
年
ヨ
リ
五
ヶ
年
-
一
割
合
壱
ヶ
年
金
百
廿
円
ツ
ツ
上
納
仕
侯
様
是
亦
奉
願
上
侯

右
侯
得
ハ
山
稼
ヲ
以
産
業
仕
一
部
他
所
へ
出
稼
寄
留
稼
等
不
仕
一
一
層
協
力
勉
励
仕
地
味
-
一
応
シ
桑
茶
椿
有
益
之
樹
木
等
ヲ
播
殖
致
シ
産
業
ノ
基
礎
ヲ

立
一
郎
永
世
安
堵
仕
度
奉
存
侯
前
款
奉
申
上
侯
通
無
産
窮
之
ノ
民
情
御
亮
察
被
為
在
何
卒
御
取
調
之
上
至
仁
之
以
御
撫
値
右
地
所
御
払
下
ケ
被
成

下
置
候
様
一
同
連
印
仕
別
紙
小
前
帳
之
写
井
絵
図
面
相
副
此
段
奉
懇
願
々
々
侯
以
上

と
記
さ
れ
て
お
り
、
明
治
六
年
に
本
地
域
の
神
主
や
御
師
を
は
じ
め
と
す
る
神
職
一
同
は
農
業
と
し
て
籍
を
入
れ
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
こ
に
、
社
家
町
に
農
民
が
現
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
本
地
域
に
は
田
圃
は
無
く
、
神
社
に
務
め
る
か
た
わ
ら
朱
印
地

153 

の
山
稼
を
し
て
生
活
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
山
も
上
地
し
、
今
や
山
稼
も
絶
え
て
、
こ
こ
に
村
民
の
生
活
は
困
窮
し
た
た
め
、
朱
印

地
で
あ
っ
た
山
林
を
村
内
一
同
へ
払
下
げ
て
欲
し
い
と
嘆
願
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
出
稼
を
せ
ず
に
済
み
、
村
民
一
同
協
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力
し
て
桑
、
茶
、
橋
等
を
植
え
て
産
業
の
基
礎
を
立
て
、
経
済
的
に
安
定
し
た
い
と
進
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
結
果
、
間
も
な
く
山
林
の
払
下
げ
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
個
人
に
払
下
げ
ら
れ
た
山
の

8
当
地
券
(
明
治
十
四
年
と
が

現
存
し
て
い
る
。
ま
た
、
既
に
述
べ
た
如
く
、
惣
門
か
ら
八
本
松
聞
の
杉
並
木
も
払
下
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

明
治
に
な
る
と
、
こ
の
よ
う
に
し
て
山
が
払
下
げ
ら
れ
て
開
墾
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
桑
も
植
え
ら
れ
て
蚕
が
飼
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
れ
は
生
活
形
態
の
大
き
な
変
化
で
あ
っ
た
。

本
地
域
で
坊
を
営
み
な
が
ら
養
蚕
が
行
わ
れ
た
の
は
、
明
治
か
ら
昭
和
の
初
期
頃
で
あ
る
。
蚕
は
代
参
が
終
っ
た
後
に
飼
い
、
六
月
頃

か
ら
八
月
い
っ
ぱ
い
の
聞
に
二
回
飼
育
し
た
。
か
つ
て
の
坊
屋
敷
の
跡
が
桑
畑
に
な
っ
た
も
の
も
あ
り
、
谷
間
の
わ
ず
か
な
土
地
を
桑
畑

に
し
た
り
、
社
家
町
よ
り
南
の
八
本
松
地
域
か
ら
も
桑
を
運
ん
だ
。

か
く
の
如
く
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
養
蚕
が
行
わ
れ
た
の
も
、
御
師
の
収
入
だ
け
に
依
存
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
地
域
は
山
間
の
た
め
耕
地
に
制
約
が
あ
り
、
平
地
の
村
落
の
よ
う
な
規
模
の
養
蚕
を
行
う
こ
と
は
で
き
ず
、

な
か
に
は
退
転
の
坊
も
現
わ
れ
、
坊
は
更
に
減
少
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
、
江
戸
期
に
お
け
る
榛
名
神
社
の
門
前
町
は
、
土
産
屋
的
発
達
に
よ
る
門
前
町
と
は
全
く
異
な
り
、
純
粋
な
御
師
集
落
と

し
て
の
機
能
を
持
っ
た
門
前
町
と
し
て
発
達
し
た
の
で
あ
る
が
、
明
治
に
な
る
と
坊
は
減
少
し
た
た
め
御
師
的
機
能
は
低
下
し
、
坊
に
お

い
て
も
農
業
が
行
わ
れ
、
特
に
養
蚕
も
と
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
こ
に
時
代
の
推
移
と
と
も
に
生
活
形
態
は
変
質
し
た
の
で
あ

る。
現
在
宿
坊
は
、
旦
那
の
激
減
に
よ
り
わ
ず
か
一
五
坊
と
な
り
、
そ
れ
も
坊
の
み
で
生
計
を
立
て
る
こ
と
は
困
難
な
の
で
、
こ
こ
に
収
入

源
確
保
の
た
め
一
般
旅
館
の
許
可
を
得
て
観
光
客
の
宿
泊
に
も
応
じ
た
り
、
ま
た
観
光
客
を
対
象
と
し
た
土
産
屋
、
飲
食
庖
を
兼
ね
た
坊



な
ど
も
現
わ
れ
る
に
至
り
、
今
日
で
は
、
御
師
集
落
と
し
て
の
機
能
を
わ
ず
か
な
が
ら
維
持
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
門
前
町
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

七
、
ま

と

め

以
上
、
榛
名
神
社
の
門
前
町
を
、
歴
史
地
理
学
的
な
立
場
か
ら
各
時
代
ご
と
に
復
元
し
、
そ
の
変
遷
を
も
と
ら
え
て
き
た
次
第
で
あ
る

榛名神社における門前町の復元と変遷について

が
、
そ
の
結
果
を
要
約
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
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一
榛
名
神
社
の
門
前
町
l
社
家
町
ー
は
榛
名
山
の
中
腹
で
、
榛
名
川
沿
い
の
標
高
約
八

O
O
I八
三

0
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
古
く
よ
り
御
師
集
落

と
し
て
発
達
し
た
も
の
で
あ
る
。

ニ
現
在
の
門
前
町
の
集
落
規
模
を
景
観
の
う
え
か
ら
み
れ
ば
、
門
前
町
全
体
の
長
さ
は
黒
門
橋
ま
で
の
約
四
五

0
メ
ー
ト
ル
で
、
い
わ
ゆ
る
土
産
屋

-
飲
食
庖
な
ど
門
前
町
的
家
並
は
鳥
居
前
約
三

0
0
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
(
丸
子
橋
ま
で
)
に
み
ら
れ
、
見
事
な
街
村
形
態
を
示
し
て
い
る
。
現
在
の

社
家
町
は
、
観
光
客
対
象
の
旅
館
と
い
う
よ
り
は
御
師
(
坊
)
の
家
が
一
五
軒
分
布
し
、
今
な
お
わ
ず
か
な
が
ら
御
師
集
落
と
し
て
の
機
能
を
維
持

し
た
門
前
町
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
坊
の
入
口
に
は
今
で
も
往
時
の
石
灯
鐙
が
み
ら
れ
、
集
落
構
成
の
一
特
質
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
今

日
で
は
榛
名
湖
・
伊
呑
保
方
面
の
観
光
客
の
途
中
下
車
見
学
的
な
門
前
町
で
あ
る
。
現
在
耕
地
は
極
め
て
少
な
く
、
農
業
に
よ
っ
て
生
活
す
る
家
は

み
ら
れ
ず
、
御
師
を
中
心
と
す
る
門
前
町
と
し
て
生
計
を
立
て
て
き
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

三
明
治
前
期
の
門
前
町
の
集
落
規
模
は
、
鳥
居
前
約
四
五

0
メ
ー
ト
ル
の
黒
門
(
黒
門
橋
地
点
〉
迄
で
、
現
在
と
殆
ん
ど
一
致
し
て
い
る
。
特
に
、

江
戸
期
か
ら
明
治
前
期
に
な
る
と
、
明
治
維
新
の
神
仏
分
離
の
影
響
に
よ
り
、
集
落
の
衰
微
縮
小
が
み
ら
れ
た
。
即
ち
、
江
戸
期
ま
で
発
達
し
て
い

た
黒
門
か
ら
惣
門
ま
で
の
下
宿
地
域
の
門
前
町
は
、
明
治
に
入
る
と
衰
微
し
、
殆
ん
ど
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
明
治
前
期
の
下
宿
地
区
の
畑
は
、

江
戸
期
に
お
い
て
は
坊
を
主
と
す
る
屋
敷
で
あ
っ
た
。
石
垣
が
そ
の
面
影
を
留
め
て
い
る
。
丸
子
橋
か
ら
黒
門
ま
で
の
中
新
岡
地
区
に
も
明
治
前
期

に
若
干
坊
の
減
少
が
み
ら
れ
た
。
明
治
前
期
に
は
、
参
道
は
階
段
状
を
な
し
て
い
た
。
そ
の
両
側
に
石
垣
を
築
い
て
各
坊
が
階
段
状
に
建
ち
並
ん
で

い
た
。
ま
た
、
黒
門
や
参
道
の
石
灯
寵
等
に
よ
り
、
当
時
の
御
師
集
落
の
特
色
が
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
。
更
に
、
明
治
前
期
は
も
と
よ
り
昭
和
初
期
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ま
で
、
集
落
景
観
を
特
色
ず
け
る
も
の
と
し
て
、
一
参
道
の
中
央
に
は
用
水
路
が
通
っ
て
い
た
。
こ
の
用
水
路
は
寛
政
十
年
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
主

に
防
火
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
飲
料
水
は
東
の
山
麓
か
ら
の
湧
水
を
共
同
で
引
水
し
て
使
用
し
て
い
る
。

四
藩
政
期
、
特
に
天
保
十
四
年
の
門
前
町
の
集
落
規
模
は
、
鳥
居
前
約
七
五

0
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
惣
門
迄
の
長
さ
で
、
見
事
な
門
前
町
で
あ
っ

た
。
明
治
前
期
及
び
現
在
の
集
落
規
模
が
約
四
五

0
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
る
と
、
約
一
・
七
倍
の
長
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
黒
門
(
天

保
十
四
年
に
は
ま
だ
存
在
し
て
な
か
っ
た
)
か
ら
惣
門
ま
で
の
下
宿
地
区
に
も
、
見
事
な
門
前
町
の
景
観
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
天
保
十
四
年
に

お
い
て
は
、
鳥
居
前
約
三

0
0
メ
ー
ト
ル
(
丸
子
橋
ま
で
)
は
特
に
坊
が
密
集
し
て
い
た
。
丸
子
橋
か
ら
現
在
の
黒
円
橋
間
約
一
主

0
メ
ー
ト
ル
の

中
新
田
地
域
に
も
か
な
り
の
坊
の
分
布
が
み
ら
れ
た
。

五
往
時
に
お
い
て
は
、
惣
円
か
ら
南
は
街
道
(
参
道
)
の
両
側
に
見
事
な
杉
並
木
が
み
ら
れ
た
。
そ
の
伐
根
は
今
も
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
之
烏

居
の
元
の
位
置
に
は
当
時
の
石
烏
居
の
柱
石
が
今
な
お
残
っ
て
い
る
。
本
地
域
は
交
通
上
の
要
地
と
し
て
番
所
が
置
か
れ
た
。
信
越
・
榛
名
湖
・
伊

香
保
へ
も
通
じ
、
往
時
の
面
影
を
留
め
る
道
標
が
あ
る
。

六
集
落
の
立
体
的
形
態
と
し
て
、
木
地
域
は
享
保
十
四
年
こ
七
二
九
年
)
及
び
明
和
元
年
二
七
六
四
年
)
の
大
火
で
、
丸
子
橋
以
北
の
地
域
が

殆
ん
ど
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
故
、
現
在
の
丸
子
橋
以
北
の
家
屋
は
、
殆
ん
ど
明
和
以
後
の
も
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
事
情
が
、
寛
政
十
年

に
参
道
の
中
央
の
用
水
路
を
通
す
要
因
と
も
な
っ
た
。
丸
子
橋
以
南
は
延
焼
を
免
か
れ
、
今
な
お
旧
態
を
留
め
る
坊
が
存
在
し
て
い
る
。
江
戸
期
に

は
茅
葺
屋
根
が
多
く
、
明
治
か
ら
大
正
に
な
る
に
つ
れ
て
板
葺
ま
た
は
そ
の
石
置
屋
根
が
多
く
な
っ
て
き
た
。
主
に
杉
板
、
栗
板
で
あ
る
。
天
保
十

四
年
の
門
前
町
は
参
道
の
両
側
に
合
計
八
三
戸
が
建
ち
並
び
、
そ
の
う
ち
参
道
の
西
側
に
三
七
軒
、
東
側
に
も
三
七
軒
の
合
計
七
四
軒
の
坊
が
階
段

状
に
建
ち
並
ん
で
い
た
。

七
集
落
の
平
面
的
形
態
と
し
て
、
参
道
の
中
央
に
用
水
路
が
流
れ
、
街
村
を
形
成
し
て
い
た
。
坊
の
屋
敷
面
積
は
一

O
O坪
以
下
の
小
規
模
の
面
積

が
約
半
数
を
占
め
、
山
聞
の
集
落
構
成
の
一
特
質
と
な
っ
て
い
る
。
坊
の
間
取
り
に
も
そ
の
特
色
が
表
わ
れ
て
お
り
、
本
地
域
の
集
落
構
成
の
一
一
特

質
と
も
な
っ
て
い
る
。

八
一
本
地
域
の
戸
口
の
変
化
を
み
る
と
、
江
戸
期
に
お
い
て
は
、
戸
数
は
多
い
時
で
約
一

O
O戸
程
度
で
あ
っ
た
。
江
戸
前
期
に
お
い
て
は
、
集
落
は

あ
ま
り
発
展
し
て
い
な
か
っ
た
。
門
前
町
と
し
て
特
に
発
展
し
た
の
は
、
元
禄
か
ら
寛
延
年
間
に
か
け
て
の
江
戸
中
期
で
、
戸
数
は
約
一

O
O戸、

人
口
は
約
五

O
O人
に
達
し
た
。
寛
政
か
ら
慶
応
年
間
に
か
け
て
の
江
戸
後
期
に
は
戸
数
・
人
口
共
に
逓
減
が
み
ら
れ
、
特
に
人
口
に
お
い
て
そ
れ



榛名神社における門前町の復元と変遷について

が
明
瞭
に
表
わ
れ
て
い
る
。
明
治
三
年
に
な
る
と
、
戸
数
は
さ
ら
に
減
少
し
た
。
そ
の
後
は
戸
数
・
人
口
共
に
漸
減
し
た
。
現
在
、
戸
数
は
最
盛
期

に
あ
た
る
江
戸
中
期
の
約
半
数
、
人
口
は
約
三
分
の
一
の
規
模
で
あ
る
。

九
江
戸
期
の
職
業
構
成
を
み
る
と
、
田
畑
は
殆
ん
ど
無
く
、
農
民
は
存
在
せ
ず
、
御
師
で
坊
を
営
む
家
が
大
部
分
を
占
め
た
。
江
戸
期
に
お
け
る
本

地
域
は
御
師
(
坊
)
を
中
心
と
し
た
生
活
形
態
の
門
前
町
と
し
て
発
達
し
た
。

一
O
本
地
域
の
坊
の
変
化
を
み
る
と
、
江
戸
中
期
の
最
盛
期
で
も
約
一

O
O軒
(
坊
)
が
限
度
で
、
天
保
十
四
年
が
七
四
軒
(
坊
)
、
明
治
十
四
年

が
五
六
軒
(
坊
)
、
大
正
九
年
が
二
九
軒
(
坊
)
、
昭
和
二
十
九
年
が
一
六
軒
(
坊
)
、
昭
和
四
十
九
年
が
一
五
軒
(
坊
)
と
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
る
。
特
に
、
明
治
以
後
急
激
に
坊
が
減
少
し
た
の
は
、
神
仏
分
離
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
。
ま
た
、
明
治
七
年
の
配
札
勧
財
取
締
の
布
達
も
一

因
と
な
っ
て
い
る
。
御
師
は
坊
号
を
も
ち
、
坊
を
営
ん
で
い
た
。
御
師
の
配
札
範
囲
は
、
江
戸
期
に
は
関
東
一
円
か
ら
越
後
・
信
濃
・
甲
斐
・
岩
代

特
に
会
津
地
域
に
も
及
ん
だ
。
今
日
で
は
各
坊
が
郵
送
に
よ
っ
て
配
布
し
て
い
る
。
坊
は
講
社
の
扱
い
に
よ
っ
て
生
活
し
た
の
で
あ
る
。

一
一
こ
の
よ
う
に
、
江
戸
期
に
お
け
る
榛
名
神
社
の
門
前
町
は
、
土
産
屋
的
発
達
に
よ
る
門
前
町
と
は
全
く
異
な
り
、
純
粋
な
御
師
集
落
と
し
て
の

門
前
町
と
し
て
発
達
し
た
の
で
あ
る
が
、
明
治
に
な
る
と
、
坊
は
減
少
し
た
た
め
御
師
的
機
能
は
低
下
し
、
御
師
収
入
だ
け
に
依
存
で
き
ず
、
坊
に

お
い
て
も
農
業
が
行
わ
れ
、
特
に
明
治
か
ら
昭
和
の
初
期
頃
ま
で
養
蚕
も
と
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
こ
に
生
活
形
態
は
変
っ
た
の
で
あ

る
。
現
在
は
、
宿
坊
の
数
も
激
減
し
、
一
般
旅
館
や
土
産
屋
・
飲
食
広
等
を
兼
ね
た
坊
も
現
わ
れ
、
御
師
集
落
と
し
て
の
機
能
を
わ
ず
か
な
が
ら
維

持
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
門
前
町
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

付
記
研
究
資
料
は
、
主
と
し
て
現
地
(
社
家
町
)
の
一
宮
昌
輔
民
所
蔵
の
古
文
書
、
絵
図
を
は
じ
め
と
す
る
史
料
、
榛
名
町
役
場
の
土
地
台
帳
及

び
六
百
分
の
つ
三
千
分
の
一
の
両
地
籍
図
等
に
拠
っ
た
。
本
研
究
に
あ
た
っ
て
、
資
料
の
閲
覧
を
許
さ
れ
、
研
究
上
種
々
の
便
宜
を
は
か
ら
れ
た
榛

名
町
役
場
・
同
町
教
育
委
員
会
・
同
町
公
民
館
を
は
じ
め
、
現
地
調
査
に
際
し
て
御
協
力
を
頂
き
、
ま
た
、
貴
重
な
資
料
を
提
供
し
て
下
さ
れ
た
地
元

の
一
宮
昌
輔
氏
・
小
山
義
裕
氏
に
対
し
、
衷
心
よ
り
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
研
究
上
、
終
始
御
援
助
を
頂
い
た
丸
山
秀
樹
氏
(
吉
井
高

校
教
諭
)
、
市
村
良
治
氏
(
前
橋
南
高
校
教
諭
)
に
対
し
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
本
稿
は
、
昭
和
五
十
年
三
月
群
馬
大
学
地
理
学
会

に
お
い
て
研
究
発
表
し
た
原
稿
に
基
づ
き
、
昭
和
五
十
一
年
四
月
二
十
九
日
の
第
十
九
回
歴
史
地
理
学
会
大
会
(
於
日
本
女
子
大
学
)
に
お
い
て
研

究
発
表
し
た
も
の
に
修
正
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
矢
嶋
仁
士
日
教
授
、
菊
地
利
夫
教
授
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先
生
か
ら
貴
重
な
御
教
示
を
賜

わ
り
、
ま
た
、
菊
池
万
雄
助
教
授
に
は
、
私
の
発
表
の
座
長
を
つ
と
め
、
「
所
見
」
(
歴
史
地
理
学
会
会
報
第
八
六
号
)
を
執
筆
下
さ
れ
、
こ
こ
に
深
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謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
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